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一　

は
じ
め
に

後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
た
歌
人
の
一
人
に
、
越
前
と
い
う
女
房
が
い
る
。
本
稿

は
、『
正
治
後
度
百
首
』『
新
宮
三
首
歌
合
』
に
お
け
る
越
前
の
和
歌
に
つ
い
て
、
本

歌
取
の
側
面
か
ら
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
越
前
の
本
歌
取
に
つ
い
て

は
、
渡
邉
裕
美
子
氏
が
『
千
五
百
番
歌
合
』
を
対
象
に
検
討
し
て
お
り（

１
）、
越
前
の
古

歌
摂
取
に
つ
い
て
、「
本
歌
に
贈
答
し
た
形
」
や
「
単
純
な
物
の
置
き
替
え
」
が
多

い
こ
と
、「
慣
用
歌
句
の
利
用
」
が
目
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
更
に
、

そ
の
特
徴
か
ら
、
越
前
の
本
歌
取
が
、
前
時
代
の
完
全
な
回
帰
で
は
な
く
、『
新
古

今
和
歌
集
』
の
前
衛
歌
人
の
古
歌
摂
取
と
「
全
く
無
関
係
に
詠
ま
れ
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
評
し
て
い
る
。『
正
治
後
度
百
首
』『
新
宮
三
首
歌
合
』
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』

の
前
年
、
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
に
行
わ
れ
、
越
前
が
最
も
早
い
時
期
に
詠
出
し

た
百
首
歌
、
歌
合
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
右
記
に
示
し
た
渡
邉
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
越
前
の
初
期
詠
出
和
歌
に
お
け
る
本
歌
取
に
い
か
な
る
特
色
を
見
出
せ
る

の
か
考
え
た
い
。
な
お
、
和
歌
の
引
用
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
そ
の
他

の
本
文
は
引
用
毎
に
示
す
。

二　

女
房
歌
人
越
前
の
人
生

越
前
は
、
女
房
歌
人
と
し
て
三
一
〇
首
余
り（

２
）の
和
歌
が
残
っ
て
お
り
、
勅
撰
集
に

は
二
十
六
首
入
集（

３
）
し
て
い
る
。
家
集
は
な
く
、
歴
史
的
な
事
績
を
追
う
こ
と
が
難

し
い
。
前
述
の
通
り
正
治
二
年
後
半
か
ら
歌
壇
の
活
動
が
み
え
、
翌
年
建
仁
元
年

（
一
二
〇
一
）
に
は
『
老
若
五
十
首
歌
合
』『
千
五
百
番
歌
合
』
な
ど
に
詠
出
し
、
建

永
元
年
（
一
二
〇
六
）
ま
で
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
約
十

年
の
空
白
の
後
、
建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
に
『
道
家
百
首
』、
翌
年
に
は
順
徳
天

皇
歌
壇
の『
内
裏
百
番
歌
合
』に
詠
出
し
、更
に
三
十
二
年
後
、宝
治
二
年（
一
二
四
八
）

『
後
嵯
峨
院
御
歌
合
』に
詠
進
し
た
の
が
最
終
事
績
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
現

存
和
歌
六
帖
』
の
作
者
で
あ
っ
た
た
め
、
建
長
二
年
（
一
二
五
〇
）
ご
ろ
ま
で
は
生

存
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
生
没
年
は
未
詳
で
あ
る
が
、
保
坂
都
氏
は
、
建
仁
元

年
に
は
二
十
歳
位
だ
っ
た
と
推
定
し
て
お
り（

４
）、
後
鳥
羽
院
と
年
齢
が
近
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。『
源
家
長
日
記
』
に
は
、
越
前
が
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
女
房
歌
人
と
し
て

召
し
出
さ
れ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
お
り
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
形
成
の
過
程
を
知
る
上
で

重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
は
「
女
の
歌
詠
み
は
、
こ
の
古
人
た

ち
亡
か
ら
む
後
は
、
更
に
絶
え
な
む
ず
る
事
を
、
口
惜
し
き
事
に
た
び
た
び
仰
せ
ら

個
人
レ
ポ
ー
ト

越
前
の
初
期
詠
出
和
歌
に
お
け
る
視
覚
的
効
果
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る（
５
）」
と
、
殷
富
門
院
大
輔
や
讃
岐
な
ど
が
高
齢
の
た
め
に
、
女
性
歌
人
が
絶
え
る
こ

と
を
嘆
い
て
い
る
。
こ
れ
が
、
越
前
を
は
じ
め
、
俊
成
卿
女
、
宮
内
卿
ら
が
見
出
さ

れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
承
り
詰
め
て
侍
る
折
り
し
も
、
親
し
き
女
房
の
も
と
に
巻
物
の
侍
る

を
取
り
て
見
れ
ば
、
女
の
手
に
て
歌
を
書
き
た
り
。
こ
れ
を
尋
ぬ
れ
ば
、「
七

条
院
に
候
ふ
女
房
越
前
と
申
す
人
な
り
」
と
聞
き
て
、
こ
の
歌
を
取
り
て
持
ち

て
参
り
た
れ
ば
、
悪
し
か
ら
ず
や
お
ぼ
し
め
し
け
む
、「
行
方
尋
ね
よ
」
と
仰

せ
ら
る
れ
ば
、
ま
か
り
出
で
て
尋
ぬ
る
に
、
大
中
臣
公
親
が
女
な
り
。
さ
る
は

重
代
の
人
な
り
と
聞
き
て
、
此
の
よ
し
を
申
す
。
範
光
朝
臣
承
り
て
、
車
迎
へ

に
遣
は
す
。
今
は
候
ふ
め
り
。

　

そ
の
歌
の
奥
に
侍
り
し
、

さ
ぞ
な
げ
に
こ
れ
も
よ
し
無
き
す
さ
み
か
な
誰
か
あ
は
れ
を
か
け
て
し
の

ば
む

こ
れ
を
御
覧
じ
出
で
て
、
殊
に
御
目
と
ど
め
さ
せ
給
ふ
。（
中
略
）
こ
の
女
房

を
試
み
む
と
お
ぼ
し
め
し
て
、
召
し
出
だ
し
て
、
秋
の
終
は
り
の
事
に
て
侍
り

し
に
、「
此
の
ご
ろ
の
歌
詠
め
」
と
仰
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、「
嵐
を
分
く
る
小

牡
鹿
の
声
」
な
ど
聞
こ
え
し
は
、
そ
の
折
り
と
ぞ（

６
）

右
の
記
事
か
ら
、
後
鳥
羽
院
が
越
前
の
歌
を
見
て
そ
の
行
方
を
尋
ね
、
召
し
出
し
た

こ
と
が
分
か
る
。「
重
代
の
人
」
と
あ
る
の
は
、
父
大
中
臣
公
親
の
祖
先
が
、
頼
基

を
は
じ
め
と
す
る
歌
人
の
家
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
大
中
臣
家
に
は
、
伊
勢
大

輔
や
康
資
王
母
（
四
条
宮
筑
前
）、
安
芸
な
ど
の
女
房
歌
人
も
多
く
、
後
鳥
羽
院
が

越
前
を
歌
壇
に
迎
え
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
本
文
中
に
「
七
条

院
に
候
ふ
女
房
」
と
あ
る
よ
う
に
、
越
前
は
院
の
母
で
あ
る
七
条
院
殖
子
の
女
房
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
院
の
皇
女
で
あ
る
嘉
陽
門
院
礼
子
の
元
に
出
仕
し
た
が
、
建
保

四
年
の
『
内
裏
百
番
歌
合
』
ま
で
の
歌
集
に
は
、「
越
前
」「
越
前
女
房
」「
女
房
越
前
」

と
の
呼
び
名
で
、
嘉
陽
門
院
の
名
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
初
七
条
院
殖
子
の
女
房

で
あ
っ
た
が
、
歌
人
と
し
て
後
鳥
羽
院
に
召
し
出
さ
れ
、
そ
の
後
更
に
嘉
陽
門
院
礼

子
の
元
に
出
仕
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

７
）。
同
じ
く
和
歌
の
才
能
を
認
め
ら
れ
て
院

の
女
房
と
な
っ
た
が
、夭
折
し
て
し
ま
っ
た
宮
内
卿
と
は
対
照
的
な
人
生
で
あ
っ
た
。

三　
『
正
治
後
度
百
首
』
と
『
新
宮
三
首
歌
合
』

越
前
に
対
す
る
先
行
研
究
に
は
、
保
坂
都
氏
を
は
じ
め
、
近
年
に
は
、
渡
邉
裕
美

子
氏
や
奥
田
久
輝
氏
、
今
井
明
氏
の
論（

８
）が
あ
る
。
保
坂
氏
は
、
大
中
臣
家
の
和
歌
の

伝
統
を
再
興
し
た
人
物
と
し
て
、「
閨
秀
歌
人
と
讃
え
る
べ
き（

９
）」
と
し
て
い
る
。
一

方
今
井
氏
は
、『
正
治
後
度
百
首
』
九
四
八
番
歌
の
本
歌
取
が
、
渡
邉
氏
の
指
摘
と

重
な
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
越
前
の
和
歌
を
「
本
歌
に
若
干
の
変
化
を
つ
け
て
面

白
さ
を
だ
そ
う
と
し（

（1
（

」
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
越
前
に
は
ま

と
ま
っ
た
家
集
が
な
い
こ
と
か
ら
、
先
行
研
究
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
稿
の
調
査
対
象
の
一
つ
で
あ
る
『
正
治
後
度
百
首
』
は
、『
正
治
初
度
百
首
』

に
次
ぐ
後
鳥
羽
院
主
催
の
二
度
目
の
百
首
歌
で
、
正
治
二
年
十
月
以
降
十
二
月
ま
で

に
催
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は
十
首
入
集
し
て
お
り
、
越

前
の
歌
は
二
首
採
ら
れ
て
い
る
。
歌
人
に
は
、
初
度
百
首
の
作
者
で
も
あ
る
後
鳥
羽

院
、
慈
円
、
藤
原
範
光
の
他
に
、
若
手
の
歌
人
が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
初
度
百
首

と
比
較
す
る
と
優
れ
た
歌
が
少
な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

が
、
宮
内
卿
や
越
前

の
初
期
和
歌
を
検
討
す
る
上
で
も
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、『
新

宮
三
首
歌
合
』
は
既
に
散
逸
し
て
お
り
、『
明
月
記
』
に
よ
れ
ば
十
一
月
七
日
に
催

さ
れ
た
と
分
か
る
。『
新
宮
三
首
歌
合
』
の
和
歌
本
文
は
、
現
在
『
新
古
今
和
歌
集
』

や
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
な
ど
か
ら
窺
え
る
。
歌
壇
に
登
場
し
た
ば
か
り
の
越
前
は
、

ど
の
よ
う
に
古
歌
摂
取
を
行
い
、
和
歌
を
詠
出
し
て
い
た
か
を
以
下
で
検
討
す
る
。
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四　

越
前
の
本
歌
取

『
正
治
後
度
百
首
』『
新
宮
三
首
歌
合
』
内
で
、
本
歌
取
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
和
歌

は
十
首
余
り
あ
る（

（1
（

が
、本
稿
で
は
五
首
を
取
り
上
げ
た
い
。
な
お
『
新
宮
三
首
歌
合
』

の
和
歌
に
つ
い
て
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
よ
り
引
用
を
行
っ
た
。
歌
頭
の
英
数
字

は
便
宜
上
の
歌
番
号
で
あ
り
、
括
弧
内
に
題
と
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
記

し
た
。
勅
撰
和
歌
集
の
場
合
は
、
巻
名
や
歌
番
号
を
記
載
し
た
。

『
正
治
後
度
百
首
』

⑴
な
が
む
れ
ば
行
末
遠
き
霞
か
な
の
ど
け
き
御
代
の
春
の
み
そ
ら
に

（
春
・
霞　

九
〇
三
）

⑵
水
そ
こ
も
氷
と
ぢ
て
や
冬
く
れ
ば
な
が
れ
も
や
ら
ぬ
玉
川
の
水

（
冬
・
氷　

九
四
八
）

⑶
秋
は
た
だ
心
よ
り
お
く
夕
露
を
袖
の
ほ
か
と
も
お
も
ひ
け
る
か
な

（
雑
・
夕　

九
六
六
）

⑷
こ
れ
や
こ
の
さ
し
で
の
い
そ
の
は
ま
千
鳥
今
よ
り
更
に
八
千
代
と
を
な
け

（
雑
・
祝　

九
九
六
）

『
新
宮
三
首
歌
合
』

⑸
い
く
夜
か
は
月
を
あ
は
れ
と
な
が
め
き
て
浪
に
を
り
し
く
い
せ
の
浜
を
ぎ

（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
・
羇
旅　

九
四
三
）

⑶
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
も
入
集
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
『
正

治
後
度
百
首
』
よ
り
引
用
し
た
。

　

ま
ず
は
⑵
の
歌
か
ら
検
討
す
る
。
⑵
は
『
堀
川
百
首
』
の
河
内
の
歌
、

⒜
水
上
に
い
く
へ
の
氷
と
ぢ
つ
ら
ん
な
が
れ
も
や
ら
ぬ
山
川
の
水

（
冬
十
五
首
・
凍　

一
〇
〇
八
）

が
本
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
二
首
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的
に
⑵
の
越
前
歌
は
⒜

の
歌
の
語
句
や
構
成
を
な
ぞ
っ
て
お
り
、
⑵
で
新
た
に
付
加
さ
れ
る
要
素
は
見
受
け

ら
れ
な
い
。
更
に
、「
水
上
」
を
「
水
底
」、「
山
川
の
水
」
を
「
玉
川
の
水
」
へ
と

語
句
を
変
え
て
い
る
が
、
表
面
的
な
変
化
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
今
井
氏
が
着
目
す

る
よ
う
に（

（1
（

、
⑵
の
本
歌
取
は
、
渡
邉
氏
の
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
お
け
る
本
歌
取
の

方
法
「
単
純
な
物
の
置
き
替
え
」
に
該
当
し
て
い
る
。
渡
邉
氏
は
、「
単
純
な
物
の

置
き
替
え
」
に
つ
い
て
「
四
季
歌
で
他
季
に
転
換
す
る
場
合（

（1
（

」
と
し
て
い
る
が
、
⑵

で
は
更
に
同
じ
季
節
で
語
句
の
一
致
が
起
き
て
い
る
。
同
じ
く
本
歌
か
ら
の
変
化
が

少
な
く
、
単
純
な
本
歌
取
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
歌
が
⑴
と
⑷
で
あ
る
。

⑴
は
『
正
治
初
度
百
首
』
の
後
鳥
羽
院
詠
、

⒝
い
つ
し
か
と
か
す
め
る
空
も
の
ど
か
に
て
行
す
ゑ
と
ほ
し
今
朝
の
は
つ
春

（
春
二
十
首　

一
）

を
受
け
て
詠
作
さ
れ
て
お
り
、
御
代
を
祝
す
る
歌
に
な
っ
て
い
る
。
山
崎
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に（

（1
（

、「
行
末
遠
き
」「
霞
（
か
す
め
る
）」「
の
ど
け
き
」「
春
」「
そ
ら
」
の

五
語
が
一
致
し
て
お
り
、越
前
が
後
鳥
羽
院
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
も
窺
え
る
。

「
行
く
末
遠
し
」
の
語
は
、
二
首
共
通
し
て
後
鳥
羽
院
の
治
世
の
永
続
性
を
示
す
語

で
あ
り
、
⑴
の
歌
は
基
本
的
に
⒝
の
歌
の
語
順
を
変
え
る
の
み
で
あ
る
。
渡
邉
氏
が

位
置
付
け
た
越
前
の
本
歌
取
の
特
徴
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
本
歌

と
の
距
離
が
近
い
。
続
い
て
、
⑷
の
歌
を
見
る
。
⑷
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
題
し
ら

ず
、
よ
み
人
し
ら
ず
の
歌
、

⒞
し
ほ
の
山
さ
し
で
の
い
そ
に
す
む
千
鳥
き
み
が
み
世
を
ば
や
ち
よ
と
ぞ
な
く

（『
古
今
和
歌
集
』
巻
七
・
賀　

三
四
五
）

が
本
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
歌
枕
「
さ
し
で
の
い
そ
」、「
千
鳥
」「
八
千
代
と
を
な
け
」

の
語
句
と
位
置
が
共
通
し
て
い
る
。
更
に
、
言
葉
の
置
き
換
え
も
「
し
ほ
の
山
」
か

ら
、「
さ
し
で
の
い
そ
」
の
枕
詞
で
あ
る
「
こ
れ
や
こ
の
」、「
す
む
千
鳥
」
か
ら
「
は

ま
千
鳥
」
と
「
単
純
な
物
の
置
き
替
え
」
を
し
て
お
り
、「
今
よ
り
更
に
」
の
一
語
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で
本
歌
か
ら
の
変
化
を
付
け
て
い
る
。『
正
治
後
度
百
首
』
に
は
、
同
じ
く
⒞
を
受

け
た
源
具
親
の
歌
、

今
ぞ
し
る
君
が
御
代
を
と
か
ね
て
よ
り
さ
し
で
の
磯
の
千
鳥
鳴
く
な
り

（
祝
言　

三
九
八
）

も
あ
る
。
歌
枕
「
差
出
の
磯
」
は
、
⒝
の
歌
の
影
響
を
受
け
、
多
く
賀
の
歌
に
用
い

ら
れ
、慣
用
的
に
「
千
鳥
」
が
詠
み
こ
ま
れ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、⑷
の
歌
は
、「
単

純
な
物
の
置
き
替
え
」
だ
け
で
な
く
、「
慣
用
歌
句
の
利
用
」
と
い
う
特
徴
も
見
ら
れ
、

本
歌
か
ら
新
鮮
さ
の
な
い
歌
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

⑴
、
⑵
、
⑷
の
三
首
に
着
目
す
る
と
、
越
前
の
本
歌
取
は
単
純
で
あ
り
、
本
歌
と

非
常
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
井
氏
が
、
⑵
の
歌
を
元
に
、

後
鳥
羽
院
歌
壇
登
場
直
後
の
新
進
の
女
流
歌
人
越
前
の
作
に
は
こ
う
し
た
レ
ベ

ル
の
作
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詠
作
方
法
に
は
す
で
に
越
前
の
特
徴

が
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る（

（1
（

。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
千
五
百
番
歌
合
』
で
見
ら
れ
た
本
歌
取
の
特
徴
は
、
す

で
に
『
正
治
後
度
百
首
』
か
ら
見
ら
れ
る
こ
と
も
明
確
だ
ろ
う
。『
千
五
百
番
歌
合
』

で
は
、
単
純
な
本
歌
取
で
あ
っ
て
も
新
た
な
趣
向
を
提
示
し
評
価
さ
れ
た
歌
も
あ
っ

た
が
、
⑴
や
⑵
、
⑷
の
歌
は
、
新
し
い
視
点
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
、
否
定
的
に

と
ら
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
で
、
本
歌
か
ら
新
た
な
視
点
を
付
与
し
た
⑸
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
⑸
の
本

歌
は
、⒟

神
風
や
い
せ
の
は
ま
荻
を
り
ふ
せ
て
旅
ね
や
す
ら
む
あ
ら
き
浜
べ
に

（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
・
羇
旅　

九
一
一
『
万
葉
集
』
巻
四
・
羇
旅　

五
〇
〇
）

と
さ
れ
て
お
り
、『
万
葉
集
』
で
は
、碁
檀
越
の
妻
の
歌
と
し
て
入
っ
て
い
る
が
、『
新

古
今
和
歌
集
』
は
題
し
ら
ず
、
よ
み
人
し
ら
ず
と
な
っ
て
い
る
。「
い
せ
の
浜
を
ぎ
」

が
共
通
語
句
で
あ
り
、「
を
り
ふ
せ
て
」
と
「
を
り
し
く
」
が
同
義
で
あ
る
。
同
じ

羇
旅
歌
で
、
伊
勢
の
浜
辺
で
浜
荻
を
折
り
敷
い
て
寝
る
と
い
う
大
意
に
変
化
は
な
い

が
、
越
前
の
⑸
の
歌
で
は
、
新
た
に
月
を
眺
め
る
様
子
が
詠
ま
れ
て
お
り
、
月
の
美

し
さ
に
し
み
じ
み
と
感
慨
に
ふ
け
る
旅
情
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
空
に
浮
か

ぶ
月
と
、
浜
辺
で
旅
寝
を
す
る
人
と
の
物
理
的
距
離
、
そ
れ
に
伴
う
自
然
の
壮
大
さ

が
和
歌
に
奥
行
き
を
与
え
、
視
覚
的
な
効
果
に
よ
っ
て
本
歌
か
ら
和
歌
世
界
を
深
化

さ
せ
て
い
る
。
⑸
の
歌
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
も
入
集
し
、
源
通
具
以
外
の
四

人
の
撰
者
が
撰
ん
で
い
る
。
大
中
臣
家
が
「
神
祇
の
官
人
で
、
代
々
伊
勢
祭
主
を
世

襲
し（

（1
（

」
た
と
い
う
点
も
相
ま
っ
て
、
越
前
の
和
歌
の
中
で
も
評
価
の
高
い
歌
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。同
じ
視
覚
的
な
効
果
が
見
ら
れ
る
の
が
、⑶
の
歌
で
あ
る
。⑶
は
、

⑸
と
同
じ
く
『
新
古
今
和
歌
集
』
へ
入
集
し
た
一
首
で
あ
る
。
藤
原
忠
国
が
詠
ん
だ
、

⒠
我
な
ら
ぬ
草
葉
も
も
の
は
思
ひ
け
り
袖
よ
り
外
に
お
け
る
し
ら
つ
ゆ

（『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
八
・
雑
四　

一
二
八
一
）

が
本
歌
と
さ
れ
、「
お
く
」「
お
も
ひ
け
る
」「
袖
の
ほ
か
」の
語
が
一
致
し
、「
し
ら
つ
ゆ
」

を
「
夕
露
」
へ
と
置
き
替
え
て
い
る
。
⒠
の
本
歌
は
、
草
葉
に
白
露
が
置
い
て
い
る

様
子
か
ら
、
私
の
袖
が
濡
れ
て
い
る
の
と
同
じ
よ
う
に
草
葉
も
思
い
悩
ん
で
い
る
と

擬
人
化
し
て
詠
ん
で
い
る
が
、
⑶
は
、「
袖
の
ほ
か
」
を
本
歌
と
同
じ
四
句
目
に
置

き
、
倒
置
法
を
使
用
し
て
、
本
歌
を
反
転
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
⑶
は
、
草
葉
に

も
置
く
と
思
っ
て
い
た
露
は
、
自
分
の
袖
に
置
く
涙
の
露
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

意
で
、
自
然
の
草
葉
か
ら
自
ら
の
物
思
い
の
深
さ
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
久
保
田
淳

氏
は
、「
本
歌
が
内
よ
り
外
へ
と
い
う
見
方
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
れ
は
外
よ
り
内

へ
と
い
う
方
向
を
取
る（

（1
（

」と
述
べ
て
い
る
。本
歌
を
切
り
返
す
側
面
が
あ
る
た
め
、「
本

歌
に
贈
答
し
た
形
」
と
も
取
れ
る
が
、
視
点
を
反
転
さ
せ
た
⑶
の
歌
は
、
本
歌
に
は

な
い
新
し
さ
が
見
え
る
。

⑶
と
⑸
は
、
複
雑
な
本
歌
取
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
本
歌
か
ら
視
覚
的
な
変
化
を

つ
け
る
こ
と
で
、
心
情
が
よ
り
表
出
さ
れ
た
歌
に
な
っ
て
い
る
。
渡
邉
氏
は
、
先
に
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引
用
し
た
越
前
の
本
歌
取
の
特
徴
に
つ
い
て
、
定
家
ら
の
「
前
衛
歌
人
と
は
一
線
を

画
す
る
越
前
歌
で
は
あ
る
が
、
新
古
今
歌
壇
で
全
く
否
定
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い（

（1
（

」
と
す
る
。
⑶
と
⑸
は
、
そ
の
指
摘
に
ま
さ
に
該
当
す
る
和
歌
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
更
に
そ
の
特
徴
に
は
、
古
歌
か
ら
の
視
覚
的
な
要
素
の
付
与
や
視
線

の
移
動
と
い
う
点
が
見
出
だ
せ
る
。
本
稿
で
は
調
査
対
象
が
少
な
い
た
め
、
明
確
に

結
論
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
が
、越
前
歌
の
一
つ
の
傾
向
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

五　

ま
と
め

以
上
の
よ
う
に
、『
正
治
後
度
百
首
』『
新
宮
三
首
歌
合
』
に
お
け
る
本
歌
取
を
確

認
す
る
と
、『
千
五
百
番
歌
合
』
に
見
ら
れ
る
越
前
の
本
歌
取
の
特
徴
と
一
致
す
る

点
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
渡
邉
氏
の
指
摘
す
る
特
徴
は
、『
千
五
百
番
歌
合
』

だ
け
で
は
な
く
、
越
前
の
本
歌
取
の
基
本
姿
勢
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
も
の
で
は
な

い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、『
正
治
後
度
百
首
』『
新
宮
三
首
歌
合
』
の
本
歌

取
に
は
、
本
歌
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
本
歌
を
な
ぞ
る
だ
け
で
は
な
く
、
視
覚
的
な
工

夫
が
見
ら
れ
た
。
同
じ
『
正
治
後
度
百
首
』
に
は
、以
下
の
よ
う
な
越
前
歌
も
あ
る
。

逢
坂
の
山
立
ち
こ
え
し
春
霞
都
の
空
ぞ
と
ま
り
な
り
け
る（

春
・
霞　

九
〇
〇
）

春
霞
が
逢
坂
の
山
を
越
え
て
、
都
の
空
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
様
子
を
詠
ん
だ
歌
で
、

春
霞
を
通
し
て
逢
坂
の
山
と
都
を
繋
い
で
い
る
。
表
現
の
細
か
な
機
微
は
感
じ
ら
れ

な
い
も
の
の
、
一
首
の
中
に
大
き
な
視
覚
の
移
動
を
伴
う
。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ

た
越
前
の
視
覚
的
な
工
夫
は
、
右
記
に
あ
る
歌
の
よ
う
に
、
本
歌
取
の
和
歌
に
限
ら

な
い
可
能
性
も
高
い
。
越
前
の
和
歌
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
点
が
多
く
あ
る
。
今
後
更
に
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）
渡
邉
裕
美
子
『
新
古
今
時
代
の
表
現
方
法
』「
第
四
節　

越
前
の
本
歌
取
―
『
千
五
百

番
歌
合
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
十
月
）、
初
出
「
越
前
の
本
歌
取

―「
千
五
百
番
歌
合
」を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
文
芸
と
批
評
』七
巻
三
号
、一
九
九
一
年
四
月
）、

「
越
前
の
古
歌
摂
取
―
「
千
五
百
番
歌
合
」
に
み
る
―
」（『
国
文
学
研
究
』
一
一
五
号
、

一
九
九
五
年
三
月
）

（
2
）
越
前
の
作
歌
数
に
つ
い
て
、保
坂
都
『
大
中
臣
家
の
歌
人
群
』
第
一
章
、㈣
、越
前
（
武

蔵
野
書
院
、
一
九
七
二
年
）
で
は
、
三
一
三
首
、
奥
田
久
輝
「
八
条
院
高
倉
と
越
前
―

新
古
今
歌
と
作
者
―
」（『
園
田
国
文
』
十
三
号
、
一
九
九
二
年
三
月
）
で
は
、
三
一
六

首
と
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
勅
撰
集
入
集
歌
数
に
つ
い
て
、
保
坂
前
掲（
2
）
稿
で
は
二
十
四
首
、
奥
田
稿
で
は

二
十
五
首
と
す
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』
は
二
十
六
首
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
和

歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）
で
も
田
淵
句
美
子
氏
が

二
十
六
首
と
し
て
い
る
た
め
、
二
十
六
首
に
従
う
。

（
4
）
前
掲
（
2
）
に
同
じ

（
5
）
藤
田
一
尊
『
中
世
日
記
紀
行
文
学
全
評
釈
集
成　

第
三
巻　

源
家
長
日
記
』「
十
三
、

女
歌
人
の
召
致
」（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）

（
6
）
前
掲
（
5
）
藤
田
稿

（
7
）
山
崎
桂
子
『
正
治
百
首
の
研
究
』
第
二
篇
、
第
三
章
、
第
一
節
、
十
、
越
前
（
勉
誠

出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
8
）
前
掲
（
1
）（
2
）
論
文
、今
井
明
「
女
歌
人
た
ち
」（『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』

四
十
二
巻
十
三
号
、
一
九
九
七
年
十
一
月
）

（
9
）
前
掲
（
2
）
に
同
じ

（
10
）
前
掲
（
8
）
今
井
稿

（
11
）
山
崎
桂
子
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
四
年
）
日
本
文

学
W
e
b
図
書
館
版
「
正
治
百
首
」
の
項

（
12
）『
正
治
後
度
百
首
』
お
け
る
越
前
の
本
歌
取
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
保
坂
都
『
大
中

臣
家
の
歌
人
群
』
第
二
章
、
㈡
歌
風
（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
二
年
）、
初
出
「
越
前
の



─ 32 ─

歌
風
」（『
学
苑
』
三
六
一
号
、一
九
七
〇
年
一
月
）、前
掲
（
2
）
奥
田
稿
、（
7
）
山
崎
稿
、

（
8
）
今
井
稿
な
ど

（
13
）
前
掲
（
8
）
今
井
稿

（
14
）
前
掲
（
1
）
に
同
じ

（
15
）
前
掲
（
7
）
に
同
じ

（
16
）
前
掲
（
8
）
今
井
稿

（
17
）『
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
二
年
）Japan 

K
now

ledge

版
「
大
中
臣
」
の
項

（
18
）
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈　

二
』（
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

（
19
）
前
掲
（
１
）
に
同
じ

参
考
文
献

・
今
川
文
雄
『
訓
読
明
月
記　

第
一
巻
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
七
七
年
）

・
片
桐
洋
一
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
6　

後
撰
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）

・『
新
編
国
歌
大
観
』（
角
川
学
芸
出
版
、
一
九
八
三
〜
一
九
九
二
年
）
日
本
文
学
W
e
b
図

書
館
版

・
峯
村
文
人
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
43　

新
古
今
和
歌
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）

・
寺
島
恒
世
『
和
歌
文
学
大
系
24　

後
鳥
羽
院
御
集
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）

・
久
保
田
淳
、
馬
場
あ
き
子
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
学
芸
出
版
、
一
九
九
九
年
）

  

日
本
文
学
W
e
b
図
書
館
版
「
指
出
の
磯
」
の
項

・
青
木
賢
豪
ほ
か
『
和
歌
文
学
大
系
15　

堀
河
院
百
首
和
歌
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）

・
兼
築
信
行
「
歌
人
た
ち
と
社
会
―
七
条
院
と
そ
の
周
辺
―
」
兼
築
信
行
、
田
渕
句
美
子
編 

『
和
歌
を
歴
史
か
ら
読
む
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
二
年
十
月
）

・
久
保
田
淳
『
新
古
今
和
歌
集
全
注
釈　

三
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